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事業概要①
【モデル経路区間】
柏崎市のＰＡＺ内住民避難経路となる国道などの主要幹線道路に接続する市道部の１２カ所ほか

【避難計画上の位置付け及び避難方法】
・｢新潟県原子力災害広域避難計画｣に定めるPAZ（柏崎市の一部）の避難経路（0～30㎞近傍）
・主な避難方法は自家用車及びバス。必要に応じて、鉄道、船舶等あらゆる手段を用いる。
・バスについては一時集合場所に集合の上、自家用車については直接、避難経由所を経由して避難先へ
移動。
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【当該経路における課題】
• 柏崎地域は、特別豪雪地帯に指定されており、また、日本海からの季節風による暴風雪が特徴である。
原子力災害時、PAZ住民（及びUPZ住民）は、豪雪地帯である山間部や沿岸地帯を通って避難等
を行う必要がある。

• 冬季は、降雪・暴風雪による視界不良、雪崩、路面凍結等により、避難が出来ない状況、または避難
の大幅な遅延が想定され、複合災害時には、更に道路の寸断や土砂災害等の阻害要因が追加される。

• 適切な除雪が行われないことによる路面の悪化、道路幅の狭小などにより、車両の円滑な運行が妨げら
れ、渋滞や交通事故の発生に繋がる。更に、複合災害による夜間の停電時においては、路面状況や避
難場所の目印も判別できなくなり、そのような状況では、高齢者等が多いバス避難住民が、バス避難一
時集合場所へ避難することは困難であり、また、避難に時間を要する。

• 地域防災計画（原子力災害編）において地域情報集積地として位置付けられているコミュニティセン
ターは、緊急時地区派遣隊（柏崎市職員）や自主防災組織、消防団等が集合し、柏崎市災害対
策本部や地域からの情報収受及びその伝達、地区コミュニティにおける住民の避難誘導支援を統括す
る等の一般災害時には行わない業務が追加されるが、停電時において、これらの追加の活動に要する電
力確保が課題である。

柏崎市の原子力災害対策重点区域



事業概要②

事業目的（解決課題） 実施事業 期待される効果

降雪により変化する道路状況を把握し、各道
路管理者で情報の共有化を図り、迅速かつ適
切な除雪対応を行うことによって、冬季における
避難時間の短縮を図り、避難の円滑化を図る。➡

① 避難経路上にＬＥＤ照明付き監視カメラ
を設置

② 道路管理者の災害対応拠点等に①の監
視カメラ映像収集サーバーの設置

降雪により変化する道路状況を把握し、各道
路管理者で情報の共有化を図り、迅速かつ適
切な除雪対応を行うことで、冬季における避難
時間を短縮し、避難の円滑化を図ることが可
能となる。

バス避難住民の集合場所及び集合場所への
避難経路に、避難誘導看板及び点灯設備を
設置し、住民が自主的に集合できる環境を整
え、避難の円滑化を図る。

➡

③ バス避難集合場所屋外に照明を設置
④ バス避難集合場所周辺に誘導案内板

（照明付）の設置

バス避難住民の集合場所及び集合場所への
避難経路に避難誘導看板及び点灯設備の設
置し、住民が自主的に集合できる環境を整え
ることで、避難の円滑化を図ることが可能となる。

停電時においても避難誘導支援業務を実施
できるよう地域情報集積地として位置付けられ
ているコミュニティセンターに蓄電池を設置し、
活動のための電力確保を図る。

➡
⑤ コミュニティセンターに蓄電池及び可搬型Ｌ

ＥＤ照明を設置
蓄電池の設置により停電時の電力を確保する
ことで、停電時においても避難誘導支援業務
の継続が可能となる。
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⑥事業の効果測定(第三者による事業の効果検証・評価)
※検証結果を次ページの各事業の詳細に記載



モデル実証事業①：監視カメラ
モデル実証事業②：映像収集サーバー

事
業
内
容

① 避難経路にＬＥＤ照明付き監視カメラを設置
監視カメラ及び道路照明を、ＰＡＺの主要な避難経路となる国
道８号、１１６号に接続する市道や、市内でも積雪量が特に
多い区域の国道２５２号、２９１号、道路寸断等により代替
経路となる国道３５３号といった主要幹線道路に接続する市
道部１２箇所に設置した。

② 道路管理者の災害対応拠点等に映像収集サーバーの設置
①の映像及び国土交通省北陸地方整備局が所管している、国
道８号、１１６号に設置された２８箇所の映像を集約し、市
内全域の状況を一元的に把握する。①の映像で得た情報を、柏
崎市役所災害対策本部及び各道路管理者（長岡国道事務
所、新潟県柏崎地域振興局）において確認・共有できる仕組
みを構築した。

事
業
効
果(

検
証
結
果)

• 監視カメラによって遠隔で道路の積雪状況を確認することが可能と
なり、除雪開始までの工程が省略され、避難開始までにかかる時
間の短縮等の効果（避難開始までにかかる時間が現状シナリ
オで13.4％～15.5%短縮）が認められた。（右グラフ参照）

• 監視カメラは、避難経路の積雪状況以外にも「周辺の積雪状況
の確認」「避難経路の確認」「避難状況の確認」等にも活用できる

• 今後の改善策として、除雪の対応を円滑に行えるようにするために、
除雪の意思決定フローの変更やカメラの追加等が考えられる。
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カメラにより、道
路の確認の時
間が短縮された

さらに除雪実施の意思決定フローを変更し、
その上でカメラを追加で1つ設置することで、
道路の確認の時間が短縮された

効果検証における、避難開始までにかかる時間の結果

事業実施前 事業実施後（現状シナリオ） 事業実施前（改善シナリオ）

道路の積雪状況の確認 他の方面の確認終了まで待機 除雪実施の意思決定 除雪場所まで移動 除雪の実施

①監視カメラ ②監視カメラ映像

効果：避難開始までにかかる時間が短縮



モデル実証事業③：バス避難集合場所屋外の照明
モデル実証事業④：誘導案内板

事
業
内
容

③ バス避難集合場所屋外に照明を設置
停電時の避難を想定し、ＰＡＺ内のバス避難集合場所（コミュニ
ティセンター等）２７か所に太陽光発電による照明を設置。照明
は、日中貯めた電気で夜間点灯。

④ 避難誘導看板（ＬＥＤ照明付き）を設置
ＰＡＺ内のバス避難集合場所（コミュニティセンター等）の周辺
の避難経路上３６か所にLED照明付き誘導案内板を設置。照
明は、日中貯めた電気で夜間点灯。

事
業
効
果(

検
証
結
果)

•施設の場所や進むべき道が分かりやすくなることで、住民が自主的に
集合しやすくなり、一定時間内にバス避難集合場所に集合できる避
難者が増加する等の効果が認められた。（右グラフ参照）

•照明の設置により、停電時や夜間の避難者の安心感の創出に繋がっ
ていると考えられる。

•今後の改善策として、現在の誘導案内板は「バス避難集合場所」とい
う文字と矢印等のみが記載されているため、バス避難集合場所の場
所を特定しやすくするために、誘導案内板にバス避難集合場所名や
バス避難集合場所までの距離などを併記すること等が考えられる。
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効果：自主的に避難できる環境を整備
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モデル実証事業⑤：蓄電池及びＬＥＤ照明を設置

事
業
内
容

⑤ 蓄電池及び可搬型ＬＥＤ照明を設置
原子力災害時の地域情報集約地として、また、バス避難集合場
所として様々な役割を担うコミュニティセンターにおいて、停電時の
情報収集活動や施設の環境確保に必要な電力（※）の確保を
目的として、蓄電池及び可搬型のLED照明を設置した。

※ 情報収集のためのPC端末や携帯電話等の通信設備や照明設
備、冬季の暖房設備、夏季の冷房設備に使用する電力

事
業
効
果(

検
証
結
果)

蓄電池を使用して照明設備・通信設備・冷暖房設備が使用できる
ため、職員の業務遂行の観点や施設内の環境確保の観点において
効果が認められた。

LED照明によってバス避難集合場所内が全体的に明るく照らされるこ
とで、バス待機中の安心感の向上にもつながると考えられる。

今後の改善策として、蓄電池の余剰分の電力を活用した設備の追
加等が考えられる。
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効果：業務に必要な電力及び
施設内の環境を確保

蓄電池 LED照明のみで照らした
コミュニティセンターの体育館内

LED照明

R5（2023）.2.8蓄電池を活用した冬季避難訓練の様子


